
  
ががんん治治療療高高度度専専門門家家養養成成ププロロググララムム  
下記により講義を行いますので、学生、教職員の方、多数ご来聴下さい。聴講は自由です。 

記 

AA ddvv aann cceedd   TT oopp iiccss   ii nn  AAnn ttii ccaann ccee rr  CChhee mmoo tthh eerr aapp yy::  BBaa ssii cc  aa nndd   CC llii nnii ccaall   SS ccii eenncc eess  

「「ががんん化化学学療療法法特特論論（（基基礎礎とと臨臨床床））」」  
 

１１月 ７日（火） 「がん化学療法の基礎：特徴と問題点」 

   担当：東京薬科大学大学院薬学研究科 平野 俊彦 先生 

１１月 ８日（水）「がん化学療法の臨床薬理学と時間薬理学」  

   担当：東京薬科大学大学院薬学研究科 平野 俊彦 先生 

１１月 ９日（木）「がん化学療法と緩和医療」  

   担当：東京薬科大学大学院薬学研究科 杉浦 宗敏 先生 

１１月１０日（金） 「がん専門薬剤師が関わるチーム医療」  

   担当：東京薬科大学大学院薬学研究科 下枝 貞彦 先生 
 

1 時限：18:30-19:50 2 時限：19:50-21:10 質疑応答 21:10-21:30 

M&D タワー11Ｆ 大学院講義室 3 

注）この講義は東京薬科大学からの遠隔講義となります。 

 概 要： 

がん化学療法の実際とその科学的基盤について概説する。講師陣は、

いずれも薬学部出身の教授で、薬剤師でもある。がん化学療法の基盤と

なっている臨床薬理学も分かり易く解説するとともに、がん化学療法のチ

ーム医療における薬剤師の役割について幅広い活動を紹介する。 

 

 科目担当責任教員：東京薬科大学大学院薬学研究科 平野 俊彦 先生 

【問い合せ先 学務企画課大学院教務第一係 ☎４６７６】 
 


